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福島県農村計画課
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災
害
査
定
　
完
了

（
警
戒
区
域
等
を
除
く

）

福
島
県
復
興
計
画

（
第
1
次

）
を
策
定

台
風
1
5
号
災
害
に
係
る
災
害
査
定
に
着
手

台
風
1
5
号
に
よ
る
農
林
水
産
業
関
係
被
害

（
確
定
報

）
発
表

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
　
解
除

平
成
2
3
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に
係
る
災
害
査
定
に
着
手

　
・
中
通
り
地
方
を
中
心
に
浸
水
被
害
な
ど
が
発
生

台
風
1
5
号
に
よ
る
豪
雨

　
農
林
水
産
業
関
係
被
害

（
確
定
報

）
発
表

平
成
2
3
年
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
る

福
島
県
復
興
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定

　
・
会
津

、
南
会
津
地
方
で
は
甚
大
な
被
害
が
発
生

　
・
只
見
町
で
最
大
1
時
間
降
水
量
 
6
9
.
5
㎜
を
観
測

平
成
2
3
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
に
係
る
災
害
査
定
に
着
手

 
農
林
水
産
部
公
共
施
設
等
被
害

（
第
2
報

）
　
発
表

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る

警
戒
区
域
内
の
農
地
等
の
排
水
作
業
に
着
手

第
一
原
発
等
事
故
に
よ
り
警
戒
区
域
等
を
指
定

県
内
最
大
震
度
　
6
弱
の
地
震
　
発
生

県
内
最
大
震
度
　
6
弱
の
地
震
　
発
生

 
農
林
水
産
部
公
共
施
設
等
被
害

（
第
1
報

）
　
発
表

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る

相
双
地
方
に
お
け
る
農
地
等
の
排
水
作
業
に
着
手

東
北
農
政
局
よ
り
災
害
応
急
ポ
ン
プ
を
借
受
け

（
南
相
馬
市
ほ
か

）

第
一
原
発
　
2
0
～

3
0
㎞
圏
内
　
屋
内
退
避
指
示

第
一
原
発
　
3
号
機
で
水
素
爆
発

津
波
注
意
報
解
除

津
波
注
意
報
へ
切
り
替
え

津
波
警
報

（
津
波

）
へ
切
り
替
え

第
一
原
発
か
ら
2
0
㎞
圏
内
避
難
指
示

第
二
原
発
か
ら
1
0
㎞
圏
内
避
難
指
示

第
一
原
発
　
1
号
機
で
水
素
爆
発

第
一
原
発
か
ら
1
0
㎞
圏
内
避
難
指
示

第
一
原
発
か
ら
3
㎞
圏
内
避
難
指
示

津
波
警
報

（
大
津
波

）
　
発
表

福
島
県
災
害
対
策
本
部
設
置

　
　
・
震
源
　
三
陸
沖

　
　
・
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー

ド
9
.
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・
県
内
の
最
大
震
度
　
6
強

平
成
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3
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東
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地
方
太
平
洋
沖
地
震
　
発
生

日
　
　
　
　
付
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年

主
　
な
　
出
　
来
　
事
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4
月
2
1
日

9
月
下
旬

●：災害に関係する出来事
○：農業・農村整備関係の動き、出来事

◆：東京電力福島第一、第二原子力発電所関係の出来事（それぞれ「第一原発」、「第二原発」と記載）
◇：災害救助法に基づく農村整備関係の動き・出来事

被害額（千円） 備　　考

230,258,000

農 地 1,283 か所 93,507,000 A=5,991ha
水 路 1,133 か所 27,491,000
道 路 894 か所 2,966,000
た め 池 745 か所 23,611,000 ダムを含む
頭 首 工 59 か所 3,125,000
揚 水 機 113 か所 28,624,000
橋 梁 4 か所 84,000
湖 岸 堤 防 2 か所 3,000,000
農 業 集 落 排 水 施 設 等 105 か所 22,431,000
海 岸 保 全 施 設 20 か所 25,419,000

≪平成２３年東北地方太平洋沖地震（第2報）≫
平成23年4月27日発表

農 地 ・ 農 業 用 施 設 被 害 額

箇所数等区　　　　　　分

※航空写真等を活用して把握した被害も含む。

※今後の調査により、被災箇所数及び被害額の変更がある。

被害額（千円） 備　　考

4,400,000 2市10町3村

田 246 ha 1,573,000
畑 49 ha 196,000

水 路 453 か所 818,000
道 路 215 か所 434,000
た め 池 7 か所 49,000
頭 首 工 35 か所 687,000
揚 水 機 16 か所 362,000
橋 梁 1 か所 30,000
農 業 集 落 排 水 施 設 等 4 か所 251,000

区　　　　　　分

≪平成２３年新潟・福島豪雨（確定報）≫
平成23年8月29日発表

箇所数等

農 地 ・ 農 業 用 施 設 被 害 額

被害額（千円） 備　　考

2,939,000 11市12町8村

田 402 ha 817,000
畑 89 ha 159,000

水 路 1,049 か所 780,000
道 路 651 か所 474,000
た め 池 56 か所 261,000
頭 首 工 63 か所 285,000
揚 水 機 12 か所 137,000
橋 梁 2 か所 1,000
農 業 集 落 排 水 施 設 等 6 か所 25,000

平成23年10月24日発表

区　　　　　　分 箇所数等

農 地 ・ 農 業 用 施 設 被 害 額

≪平成２３年台風１５号（確定報）≫

福
島
県
の
『
農
空
間
』
は
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
、
新
潟
・
福
島
豪

雨
、
台
風
15
号
と
立
て
続
け
に
災
害
が
発
生
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
る
原
子
力
災
害
は
今
も
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

福
島
県
農
業
農
村
整
備
か
わ
ら
版
『
農
空
間
』
は
、
平
成
13
年
の
創
刊
よ
り
、

第
50
号
の
発
行
を
迎
え
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の
節
目
と
な
る
第
50
号
で
は
、
平
成

23
年
の
各
災
害
の
記
録
と
と
も
に
、
『
農
空
間
の
復
旧
』
に
向
け
た
取
り
組
み

を
お
伝
え
し
ま
す
。

２０１２年（平成２４年）２月２９日 第５０号

第 ５０ 号

発 行 所

福 島 県 農 林 水 産 部

農 村 計 画 課

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、
県
内
各
地
で
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
含
む
水
路
の
破
損
、
た
め
池
堤

体
の
損
傷
や
決
壊
、
集
落
排
水
施
設
の
管
路

や
処
理
施
設
の
破
損
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
に
伴
い
発
生
し
た
大
津
波
に
よ

り
、
浜
通
り
の
沿
岸
部
で
は
５
千
５
７
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
浸
水
し
、
湛
水
防
除
施

設
の
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
、
農
地
海
岸
の

保
全
施
設
の
多
く
が
被
災
す
る
な
ど
、
い
ま

だ
か
つ
て
な
い
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
月
に
は
災
害
査
定
業
務
に
着

手
し
、
査
定
が
順
調
に
進
む
な
か
、
平
成
23

年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
が
発
生
し
ま
し
た
。

大
震
災
の
被
害
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
会
津
・

南
会
津
地
方
に
お
い
て
、
伊
南
川
・
只
見
川

流
域
の
農
地
や
農
業
施
設
の
流
失
や
土
砂
が

流
入
す
る
な
ど
、
同
地
域
に
お
い
て
過
去
最

大
規
模
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

９
月
の
台
風
15
号
に
よ
り
、
中
通
り
地
方
を

中
心
に
洪
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
災
害
に
対
し
て
、
本
県
で
は
国

や
市
町
村
な
ど
と
と
も
に
被
害
状
況
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
農
地
・
農
業
用
施
設
の
被

害
額
は
、
合
計
２
千
３
７
５
億
円
に
及
ん
で

お
り
ま
す
。

併
せ
て
、
緊
急
的
に
復
旧
の
必
要
な
農
業

集
落
排
水
施
設
、
排
水
機
場
及
び
海
岸
堤
防

な
ど
は
優
先
的
に
応
急
工
事
を
進
め
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
や
二
次
災
害
の
防
止
に
努

め
ま
し
た
。

【
２
面
に
関
連
記
事
】

約350haの農地などが水没した八沢干拓地

（相馬市・南相馬市）

漁船が打ち上げられた

柏崎排水機場（相馬市）

決壊した藤沼湖（須賀川市）

掛樋水路が破損した

岡の台地域の用水路（鏡石町）

決壊した

青田新池の堤体

（本宮市）

原形をとどめない断層上の

高谷地地区の農道（いわき市）

海岸が流出し、排水機場だけが

残る中浜地区（浪江町）

液状化により浮き上がった

集落排水管路のマンホール

（泉崎村）

『
農
空
間
』
と
は
・
・
・

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、
そ
れ
を
支
え
る
農
地
や

水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し
て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
こ
と
。
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福島県農村計画課

箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

県北 86 1,618,155 0 0 11 30,220 97 1,648,375

県中 663 8,419,734 0 0 213 630,390 876 9,050,124
県南 322 7,570,423 0 0 225 585,001 547 8,155,424
会津 31 332,939 273 1,177,287 0 0 304 1,510,226

南会津 0 0 119 847,629 0 0 119 847,629
相双 834 71,694,485 0 0 8 14,040 842 71,708,525

いわき 57 719,496 0 0 11 18,807 68 738,303

合計 1,993 90,355,232 392 2,024,916 468 1,278,458 2,853 93,658,606

平成23年1月31日時点≪  H 23 年 度 災 害 査 定 結 果　地 域 別 集 計 表  ≫

※国直轄災害は、県南へ計上

（単位：千円）

地域
東北地方太平洋沖地震 新潟・福島豪雨 台風15号 合計

２０１２年（平成２４年）２月２９日 第５０号

被
害
を
受
け
た
農
地
や
農
業
用
施
設
な
ど
を
国
の

補
助
に
よ
り
行
う
「
災
害
復
旧
事
業
」
で
復
旧
す
る

場
合
は
、
事
業
を
行
う
県
や
市
町
村
、
土
地
改
良
区

な
ど
が
、
被
災
箇
所
に
つ
い
て
災
害
復
旧
を
国
へ
申

請
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
国
は
被
害
の
程
度
を
確

認
し
、
被
災
の
原
因
・
復
旧
工
事
の
内
容
な
ど
申
請

が
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
の
査
定
を
行
い
ま
す
。

福
島
県
で
は
、
こ
の
災
害
査
定
を
平
成
23
年
５
月

17
日
よ
り
着
手
し
、
警
戒
区
域
等
を
除
き
、
平
成
24

年
１
月
31
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

農
地
や
農
業
用
施
設
等
に
関
す
る
３
つ
の
災
害
査

定
結
果
の
合
計
は
、
２
千
８
５
３
件
の
約
９
３
７
億

円
と
な
り
、
過
去
最
大
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の
速
や
か
な
復

旧
工
事
に
全
力
で
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

浜
通
り
地
方
に
お
い
て
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
い
発
生

し
た
大
津
波
に
よ
り
広
大
な
地
域
が
水
没
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地

域
の
多
く
は
、
平
常
時
で
も
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
に
よ
る
強
制
排
水

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
津
波
に
よ
り
排
水
機

場
が
被
災
し
、
排
水
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
被
害
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
も
、
行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
農
林
水
産
省
や
国
土
交
通
省
が
所
有
す
る
排
水
ポ
ン
プ

の
貸
し
出
し
を
受
け
、
陸
上
自
衛
隊
、
地
元
施
工
業
者
、
福
島
県
土

木
部
、
農
林
水
産
部
及
び
関
係
市
町
の
職
員
が
連
携
し
て
、
昼
夜
に

わ
た
る
排
水
作
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
排
水
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
排
水
機
場
の
内
部
に
は
、

大
量
の
ガ
レ
キ
類
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
ガ
レ
キ
は
、
陸
上
自
衛
隊
員
が
精
力
的
に
撤
去
作
業
を
行
い
、

そ
の
後
の
応
急
工
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
発
生
し
た
災
害
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
農
空
間
」
の
節
目
と
な
る
第
50
号
は
、
去

年
発
生
し
た
未
曾
有
の
災
害
に
関
す
る
特
集
と

し
ま
し
た
。
間
も
な
く
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
が
発
生
し
て
１
年
を
迎
え
ま
す
が
、
「
あ

の
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
歩
を
進

め
る
」
た
め
、
そ
の
記
録
を
「
農
空
間
」
で
残

し
た
い
と
思
い
、
今
回
は
あ
え
て
災
害
の
記
事

の
み
で
編
成
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
発

行
が
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
福
島
県
の
農
業
・
農
村
整
備
の
復

旧
・
復
興
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、
そ
の
ほ
か

の
明
る
い
話
題
も
含
め
て
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
情
報
や
話
題
、

写
真
な
ど
の
提
供
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

駆
け
出
し
の
編
集
担
当
者

Ｙ
・
Ｍ

洪水で施設が流出した

黒谷堰（只見町）

水没しヘドロが堆積した

大田賀揚水機場（喜多方市）

甚大な洪水被害を受けた

八木沢・蒲生地区

汚水処理場（只見町）

土砂が堆積した本名地区

の農地（金山町）

～

浸水した新郷地区汚水処理施設

（喜多方市）

護岸や水路などが

破壊された寺山堰（棚倉町）

災害査定を受ける

鹿島東部地区

（南相馬市）

【被災後】新田排水機場（相馬市） 【応急工事後】新田排水機場（相馬市）

本
県
は
、
国
や
各
都
道
府
県
に
対
し
て
職

員
派
遣
を
要
請
し
、
農
林
水
産
省
及
び
全
国

の
26
道
府
県
の
農
業
土
木
技
術
職
員
の
支
援

を
得
な
が
ら
災
害
の
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、

市
町
及
び
県
農
林
事
務
所
に
お
い
て
、
災
害

査
定
に
向
け
た
現
地
調
査
に
始
ま
り
、
査
定

設
計
書
の
作
成
か
ら
査
定
ま
で
災
害
業
務
全

般
に
わ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
相
双
地
方
の
復
旧
工
事
の
発
注

に
向
け
た
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
温
か
い
ご
支
援
に
対
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
ご
支
援
ご
協
力
が
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
予
告
】
次
号
で
は
、
支
援
職
員
の
方
の
感
想
な
ど
を
掲
載
予
定

支援職員よる

現地の杭打ち作業

（南相馬市）

【新潟・福島豪雨】

【新潟・福島豪雨】

【新潟・福島豪雨】

【新潟・福島豪雨】
【新潟・福島豪雨】

【台風15号】進入経路がすべて水没した

八沢排水機場（南相馬市）


